
海洋科季技術センター試験研究報告JAMSTSCTR DEEPSEA RESEARCH （1qSI）

富山湾におけるホタルイカの分布

林　清志゛1

1987年 ９月19 日に富山湾において，ホタルイカの分布及 び生態への観察を目的と

して，｛しんかい2000」による潜航調査を実施した。潜航によるホタルイカの観察

は，富山湾口部の水旅50《）ｍの地貞で聞蛤され，貔唹後水深の浅くなる方向（270°）

へJ$1.5km 航 走 し，水深420m の 地点 で浮上するまでの間に行われた。

ホタルイカは ，水深425m の海 底付近 で発見され ，その外套長は20 ～30・ であ っ

た。 ホタルイカの分布については ，産卵期（３～６月）以外は不明な点が多いが，

今回の観察結采から ，９月頃は昼問水深4c｝omよ り 浅い海域の海底付近に分布して

いるものと考えられた。また，ホタルイカlj 単 体で観察されたことから ，産卵朗に

は群を形成するが，それ以外の時期は分散しているものと椎察された。

着底直後から ，ホタルイカモドキ（外套長70 ～901・ ）が観察され ，浮上するまで

の閣に観察された数は24 個 体で。ホタルイカの４個体より多か・ た。

Distribution  of the Firefly Squid, IVataseiiia scfntillatts (BERRY),

in  the Toyanta  Bay,  the Sen of  Japan,

Seishi HAYASHl*2

A  smvey  of Wnttnenia scintilbns was carried oui using the submersible

"SHINKAI  2000"  on September  19,1987, in the moutn  of the Toyama  Bay.

Visual observations of oceanic organisms were made  during the 1.5km  cruise

from  a depth of 500m  to 420m.

W. xintiUans  (20―30mm  in mantle length) were found  near the seabed

at a depth of 425m,  The distribution of W. scumVans  was not investigated so

itwcU  except the  spvwins  season fTcn＼ Match l ＼ wa* estimated

that VJ% xinxxllons were distributed during the daytime near the seabed in

shallower waters than 400m  depth  in September.  It was guessed that W.

stint iUans were not living in shoals except during the spawning season.

During  the cruise, four individuals of  W. scint iUans and  twenty-four

individuals of  Eiwpfoteuthis chumi  (70-90mm  in mantle  length) were

observed.
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１　は じ め に

ホタルイカ ＷａＥａｓｓia s ｃ㎞Xillaｓ （Beｒｒy）は

日本近海に広く分布し（沖山，1978 ； 奥谷，1980 ），

特に日本海の富山鴻では ，春季に大群をな して接

岸 することで有名であ る。富山湾では古 くからこ

の ホタルイ カが定置網で漁獲され，重要な水産資

源となってい るが。近年 旌霧量は急激に減少し，

地 先の漁業者に蓆亥||な彩響を与えている。一 方，

山陰 梅域及び若狭湾では，1984 年以 降。底ぴき網

に よるホタ ルイカの漁獲が始まり。その漁獲量は

富山 湾を大 きく上回 るようになった。

このように日本海にお けるホタルイカ資源の利

用形態が変化 した中で 。これに対応した滴iF な資

源管理を図 る必要かあ るが，そ の基礎資料 となる

ホタルイカの生態については，ま だ不明な点が多

い。 今回 ，富山湾口部において，「しんかい2000 」

により潜航する徽会を得て ，ホタルイカを観察す

るこ とがで きたのでそ の結果を 報告する。

本文に入る前に。本調 査に関 して協力 をいただ

い た「なつ しま」及び〔しん かい21〕0｛｝」の関係者

の方々に厚 くお礼を申 し上げ ます。

２　 調 査 方 法

1987 年 ９月19 日９畤15 分「しんかい2｛｝00」によ

り能登半島 飯田 湾東沖 の水深500m の地点 （37°

26.0’Ｎ.137 ° 39.6'E) に潜航 し （図 １）。 着底

後水深の浅くなる方向（270 °）へ約1.5k皿航 走 し。

目視観察 を実施 した。看底 後，海底 から０～ ５ｍ

で約800m 航走し，そ の後海底から10m で約350m,

海底 から５ｍで約350  m航走 し， 水深420m のMLA

圜２　 「しんかい 加00 」の航跡図

（☆： ホタルイカ観察地点）

Ｆｉｇ. 2 Diving track of the submersible

"SHINKAT 2000 ’. Ａ star shows

a locality where 111 鈿ｓｌｓiｓ

ＳＣｉ贊11’11aｓｌ ｗｅrｅ observed.

で13時囗2分に離底した（図 ２）。

３　調 盃 結 果

ホタルイカは潜航開 始から着底するまで及び離

底から浮上するまでの闘には赧窰されなかったが，

着底後。約1200m 航走した7k蓆M25m の畋ａ（図２）

で，海底から約２ｍの位置で１個体発見された。

生態を詳細に観察するため ，「しんかい2000 」を

ゆっくりと近づけたが，ホタルイカは急激な逃避

行助はみせず，ゆっくりと洵・ に向 かって泳ぎ，

海底に接触した後。静止したり，ときどき速く上

に向かって泳ぎ，「しんかい2000」の視界から消

えた。目視された個体にっいては，ビデオ撮彫は

で きなかったが，写奥撮影を行った（写真１）。

目視では，外套長は20～30．であった。第４腕の

発光器は確認できなか つーたものの，日本海に分布

するホタルイカモドキ科 の特徴である黒紫色の囲

［］膜が確認された。その後，離底するまでの問 ，

海底から５ｍで航走中に，大きさからみてホタル

イカと艦測されるもの３個体が目視された。

着底直後から，ホタルイカモドキ（外套長70～

9囗－ ）が観察され（写真2).  ≪r底後海底から０

～ ５ｍで航走中に６個体，海底から10m で航走中

に１個体，外套長から見てホタルイカモドキと推

測されるもの２個体の計３個体，海底から５ｍで

航走中に外套長から椎汨11したものを含め計15個体

が観察された。

その他に，海底付近でエビ類，バイ碵，ズワイ
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1湖１　１しんかい2000 1 の溯航地点

Fig.1Di ｖing siie of the submersible

"SHINKAI  2000 "



ガニ。イ ソギ ンチャク類 ，ヒトデ類 ，ゲング類 ，

クサウオ類，セッパ リカ ジカ，及び不明魚類 か，

また下 降中 の水 深200 ～250m で キュウ リェ ソが

観察され た。

４　 まとめ

富山湾におけるホタルイカの分布について みる

と，ホタルイカが大量に姿を現すのは，漁期となっ

てい る３～ ６月（ｓU114 ～5 月 ）に かけてであ る

（今村 ，1977 ）。この時期はホタルイカの産卵期 と

一敏 しており（Sbimor ｎｕｒａａｎｄ Fuk&taki, 1957 ）｡

そこで産卵 された卵 は約 １週 間でふ化 し（伊東ほ

か，1967 ），そ の後成 長を続 け，翌 年の ３～ ６月

に再び親とな って富山 湾に出現 すると考えられて

いる。 このふ化 してから，翌年 の３月に定置網で

漁獲が始まるまでの間 の富山湾におけ るホタルイ

カにつ いては定置網及び シラエ ビを目的 としたご

ち網に混援され たものや, 1979:年～1980 年にかけ

て当場が実施 した穫魚網及び中眉トロ ール網で課

集 され た試料によ る情報 しかな く，分布 海域及び

分布密度 等については不明 な点が多 い。

今回 の調 査が行なわれ た海城では，1980 年９月

に当 場が中層トロ ール網で ホタルイカを採集 して

お り（昭和54 ～5 朗Ξ度 指定調査研究総合助成事

葉報 告書 ，1982 ），今回 の縦察 はその結果を再確

紹 したことになる。中屬トロール網による採頴は

水 深330 ～390m の海 域で あ ったこ と，今回 の調

査で も水 深420 ～425  mで ホ タルイ カが 観察 され

たこ とから考えると ，この時期の ホタルイカは水

深j100m より浅い海域 に多 く分布 してい る可能性

が強い といえ る。 さらに ，ホタルイ カは「しんか

い2000 」の下 降及び上昇中に は観察 されず。海底

付近で 観察 されたことか ら，昼間に は水深400  m

よ り浅 い海域 の梅底付 近に分布 してい るものと考

え られ る。

また ，「しん かい2000 」が19e5 年 ４月に駿河 湾

で 潜航 した際に ，ホタルイカが海底近 くで3卜･40

尾程 癨の群 を作りて遊泳 している場合が多か った

こ とを津 久井・大森（1986 ）が報告 しているが ，
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今回の潜航では単体で観察されたことから，ホタ

ルイカは産卵期には群を形成するが，それ以外の

時期には分散していることが椎察される．

今後ホタルイカの生態を明らかにするため，幼

体の採集調査を充実させるとと もに，機会があれ

ば「しんかい2000」による新たな目視観察を実施

して，富山湾におけるホタルイカの時期別の分布

状況を調査したいと考えている．
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写真1　ホタルイ力
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写真２　ホタルイカモドキPh｡to. 2　/.',j邨IQI皿４１ｊ ｄ μlij･|.
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